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主な内容

　１月28日㈯・29日㈰、島根県雪合戦大会がアサヒテ
ングストン駐車場で開催されました。
　白銀の世界を舞台に、意地とプライドをかけた熱い
戦いが繰り広げられました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１２

なつかしの国 石見

２０１２

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ４万９千円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万３千円
医療費・保育料など 扶助費 ４万６千円
ローンの返済金 公債費 ４万６千円
子どもへの仕送り 繰出金 ２万６千円
家の増築費・新車購入 普通建設費・災害復旧費 ６万２千円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ３万円
定期預金 積立金 ２万４千円
家や車の修理代・友
人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 ９千円

支　出　合　計 32万５千円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万４千円
家賃収入 使用料及び手数料など ３万円
預金の取崩し 繰入金 ９千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 11万２千円
兄弟からの援助 国県支出金 ６万２千円
借金 地方債 ５万２千円

収　入　合　計 32万９千円

　毎月約４千円の黒字となり、１年で約５万１千円となりま
した。そのうち、約４千円を翌年度に持っていき、残った約
４万７千円を『財政調整基金』銀行などに預金しました。

浜田市の財政指数
指　数　名 内　　容 平成22年度

算定結果
財政健全化法

早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字
比 率

一年間の標準的な収入と比較した、一
般会計の赤字額の割合です。 ― 11.25% 20%

連 結 実 質
赤 字 比 率

一年間の標準的な収入と比較した、特
別会計や公営企業会計を含む全ての会
計を合算した赤字額の割合です。

― 16.25% 35%

実 質 公 債 費
比 率
（３か年平均）

一年間の標準的な収入と比較した、一
般会計が負担する借金などの返済額の
割合です。

17.40% 25.00% 35%

将 来 負 担
比 率

一年間の標準的な収入と比較した、将
来一般会計が返済する借金などの負担
割合です。

136.60% 350.00% ―

決算額は389億5,561万円（対前年度比4.7％増）、翌年度へ繰り越す財源3,774万円を除いた実質
景気低迷、税収入の落ち込みに加え、東日本大震災の発生による影響から国の政策見直しが見込
に実行し、持続可能な財政体質の確立に努める必要があります。

歳入総額　　394億6,916万円

※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行などから

借り入れた収入のことです。

区　　　分 具体的な内容決　算　額

自
主
財
源

市　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・
入湯税などがあります。76億3,633万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。
保育料・福祉施設入所負担金などがあります。４億7,652万円

使用料及び手数料 市の施設の使用料や、住民票などの発行手数料などです。５億5,704万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（次ページ下段参照）か

ら移し入れたりするお金です。10億7,248万円
そ　の　他 預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入などがあります。25億9,913万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準が市に配
分されます。４億3,415万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行えるよう、
国から交付されるお金です。所得税や法人税・消費税・酒税などを配
分しています。122億545万円

国県支出金 市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担したりするお金です。73億8,323万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路や学校建設など）を行うために、国や

銀行から借りたお金です。62億8,320万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付金・自動

車取得税交付金・配当割交付金などがあります。８億2,163万円

状況をお知らせします

【歳入】

浜田さん家の家計簿を見てみましょう！！



3　　　広報はまだ：平成24年３月号
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区　　　分
具体的な内容

決　算　額
総　務　費

庁舎の管理・徴税・選挙などに使いました。
60億7,004万円

民　生　費
高齢者や障がいのある人・生活保護・子育て支援などに使いました。

82億8,509万円
衛　生　費

ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使いました。
53億6,328万円

農林水産業費
農業や林業・漁業の振興などに使いました。

28億6,803万円
商　工　費

商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。
14億5,651万円

土　木　費
道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。

34億7,415万円
消　防　費

消火活動・救急救命などに使いました。
12億2,434万円

教　育　費 小中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習などに使い
ました。42億3,391万円

公　債　費
借金の返済に使いました。

55億6,345万円
そ　の　他

議会の運営・勤労青少年ホームの運営などに使いました。
４億1,681万円

　平成22年度の一般会計決算状況は、歳入決算額が394億6,916万円（対前年度比4.8％増）、歳出
収支で４億7,581万円の剰余金が生じました。市の各種財政指標は改善しているものの、長引く
まれるなど、先行きが不透明であるため、引き続き「中期財政計画」に沿って行財政改革を確実

歳出総額　　389億5,561万円

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特定の
収入で支出を賄う特別会計が12あります。ま
た、地方公営企業法の適用を受け、独立採算制
を原則とした水道事業・工業用水道事業の公
営企業会計があります。

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事業勘定 6,863,170 6,860,708
直診勘定 288,452 288,452

駐 車 場 事 業 66,968 64,434
住宅新築資金等貸付事業 1,057 349
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18,270 18,270
老 人 保 健 医 療 事 業 56,885 56,885
国 民 宿 舎 事 業 77,119 77,119
公 共 下 水 道 事 業 548,341 548,291
農 業 集 落 排 水 事 業 617,751 617,695
漁 業 集 落 排 水 事 業 60,541 60,529
生 活 排 水 処 理 事 業 69,729 69,710
簡 易 水 道 事 業 1,062,224 1,061,810
後 期 高 齢 者 医 療 683,524 682,766

■公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業 収益的収支 965,516 946,284
資本的収支 118,005 473,238

工業用水道事業 収益的収支 101,472 78,415
資本的収支 9,929 9,929

【内訳】
　○翌年度繰越金　　　　3,774万円…平成23年度に延長して行う事業に充てられます。
　○剰余金　　　　　４億7,581万円…「財政調整基金」などに積立を行います。

埋立処分地施設整備事業
（事業費12億5,604万円）

消防自動車購入事業
（事業費１億413万円）

平成22年度浜田市決算

【歳出】

平成２2年度に実施した事業

歳入歳出差引額　５億1,355万円
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

平成24年3月20日竣工予定の長浜小学校完成図
（手前は浜田港）

　

長
浜
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

し
、
３
月
20
日
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

昭
和
２
年
に
建
築
さ
れ
た
２
階

建
て
の
旧
校
舎
は
、
た
い
へ
ん
風

格
の
あ
る
木
造
校
舎
で
し
た
。
こ

の
伝
統
あ
る
旧
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ

を
大
切
に
し
て
、
新
校
舎
は
、
木

造
風
の
正
面
玄
関
と
し
、
旧
校
舎

の
手
作
り
の
窓
ガ
ラ
ス
を
移
設
し
、

屋
根
は
石
州
赤
瓦
を
使
用
す
る
な

ど
、
町
並
み
や
景
観
に
配
慮
し
た

校
舎
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
外

断
熱
工
法
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
導
入
、
照
明
器
具
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
採
用
す
る
な
ど
環
境
面
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
廊
下
・
階
段
へ

の
手
摺
の
取
付
け
、
施
設
内
の
段

差
解
消
、
多
目
的
ト
イ
レ
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
校
舎
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
校
舎
海
側
に
は
、
港
を
眺

望
で
き
る
よ
う
に
外
廊
下
を
配
置

し
、
階
段
の
手
摺
に
は
、
碇い

か
り

や
舵か

じ

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、

港
町
長
浜
ら
し
い
親
し
み
や
す
い

建
物
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、

各
教
室
に
は
、「
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
」
を
活
用
し
、

地
元
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
用
し

ま
し
た
。
天
井
に
は
地
元
業
者
が

開
発
し
た
杉
の
吸
音
板
を
、
床
に

は
松
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
、
腰
板

に
は
杉
と
桧
を
使
用
し
、
温
か
み

の
あ
る
優
し
い
仕
上
げ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
元
産
材
を
活
用

し
た
取
り
組
み
は
、
平
成
16
年
度

に
改
築
し
た
原
井
小
学
校
に
も
、

窓
枠
や
内
壁
、
天
井
の
ル
ー
バ
ー

な
ど
に
、
出
来
る
だ
け
木
材
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
明
る
く
て
優
し

く
温
か
み
の
あ
る
校
舎
と
し
て
と

て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
昨
年
は
、
市
内
の
全
小

学
校
の
学
習
机
を
、
地
元
産
材
で

製
造
し
た
天
板
に
取
替
え
ま
し
た
。

取
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
木
材
の

良
さ
や
温
も
り
を
感
じ
て
も
ら
う

よ
う
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地

元
産
の
木
材
や
製
品
を
積
極
的
に

利
用
す
る
と
と
も
に
、
環
境
学
習

や
総
合
学
習
の
教
材
と
し
て
活
用

し
、
学
校
と
地
域
と
の
交
流
が
ま

す
ま
す
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

長
浜
小
学
校
の
改
築
事
業
は
、

当
初
の
計
画
で
は
、
平
成
19
年
度

の
竣
工
予
定
で
し
た
が
、
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築
が
喫
緊

の
課
題
と
な
り
、
４
年
遅
れ
て
の

竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

昨年、石見公民館で浜田市民の皆さんに中国の
文化を理解し、中国をより身近に感じてもらうこ
とを目的として、「餃子サロン」を行いました。
その活動は大成功に終わり、好評を得ました。中
日両国交流の一環として、参加者に餃子を味わっ
てもらいながら、餃子作りを含めた中国の伝統的
な文化のことを、さらに知っていただき、身近な
国際交流を進めることができました。

水餃子といえば、日本で中華料理の代名詞とい
われるぐらい中国の伝統的な食べ物として広く親
しまれています。中国では、春節を祝うために欠
かせない食べ物で、除

じ ょ せ き

夕（大晦日）から初
し ょ い ち

一（お
正月）まで家族が集まって、一緒に水餃子を食べ
るので、団らんの象徴ともいえます。

水餃子を作るときは、除夕に下ごしらえをし、
初一に一晩中お湯を沸かしておきます。中国では、
年越しに魔除けという意味で爆竹を鳴らす風習が
あり、爆竹のパンパンという音を合図に、餃子を
鍋に入れます。中国では、魔物は爆竹のパンパン
という音を怖がり、その音に驚いて山に逃げ戻る
という話があります。日本の「鬼は外、福は内」
と同じ意味ではないかと思います。 

ところで、餃子の材料はいろいろありますが、
主な材料は肉や魚や野菜などで、それぞれの家に

よって異なります。餃子の形は、中国の昔の金貨
と銀貨に似ているということから、縁起がいいも
のだという説があります。餃子は、どんな中身に
もかかわらず、人々の希望とたくさんの幸福を表
わし、明るい未来を願うという意味を表していま
す。

食べ物があまりなかった時代、餃子は中国人の
ごちそうとしてお正月しか食べることができませ
んでした。経済が発展し、人々の生活が豊かになっ
た今日、中国の人たちは昔と違っていつでも水餃
子を食べるようになりました。中国は「おなか一
杯食べる」時代から「質の良いものを食べる」時
代に変わりつつあります。しかし、時代がいくら
変わっても餃子を愛する中国人の気持ちは変わっ
ていません。

市民の皆さんとの交流の中で、中華料理文化の
一つである餃子文化は、重要な役割を果たし、国
際交流の代表的な存在になっていると思います。

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

市民交流がもたらす絆ー水餃子についてー
浜田市国際交流員　高　建軍
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歳出額
389億

5,594万5千円

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３０）

給料
25億9,404万9千円

職員手当
3億3,878万円

期末･勤勉手当
9億1,575万
　　　5千円

※　職員手当は退
職手当を含みま
せん。
（平成23年４月
１日一般会計予
算人員：661人）

人件費(15.1％ )
58億8,908万円

人件費以外
330億6,686万

5千円

※　人件費は特別職の給与･報酬を含みます。
　（平成23年3月31日住民基本台帳人口：59,023人）

　市職員の給与などの状況については、市議会の審
議をとおして明らかにされているところですが、市
民の皆さんに給与などを知ってもらうために、その
あらましを公表します。
　なお、詳細については、３月中に市ホームページ
に掲載しますので、併せてご覧ください。

退
職
手
当

区　分 浜田市 国
自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

同じ勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨
特例措置（2％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区　分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.675月分 1.25月分 0.700月分
12月期 1.35月分 0.675月分 1.35月分 0.650月分
計 2.55月分 1.350月分 2.60月分 1.350月分

加算措置 有（職制上の段階･職務の級
等による加算措置5～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容(月額) 国
配偶者 13,000円 

同じ

配偶者のない職員の場合の扶養親
族のうち１人 11,000円 

その他の扶養親族 6,500円 
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円 

住
居
手
当

浜田市の内容(月額) 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

通
勤
手
当

浜田市の内容(月額) 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55,000円 55,000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
43㎞以上 2,500円～29,500円 ２㎞～60㎞

以上の区分
で2,000円
～24,500円
の範囲内で
支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
33㎞以上 2,000円～25,500円

自転車使用者 ２㎞以上 2,000円 

（原動機付自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。）

区　分 給料･報酬月額 期末手当
市 長 810,000円 (支給割合)
副 市 長 670,000円 ６月期 1.40月
自治区長 540,000円 12月期 1.50月
議 長 430,000円 計 2.90月
副 議 長 360,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議 員 330,000円

（１）健康診断受診者数（平成22年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 277 特殊

健診

指曲がり症健診 1 
定 期 健 康 診 断 462 頸肩腕健診 0 
採用時等健康診断 7 ＶＤＴ作業健診 13 
臨時嘱託職員健康診断 183 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 203

（２）公務災害の認定状況（平成22年度）
区　　分 認定件数

公 務 災 害 3
通 勤 災 害 1

（３）職員互助会事業について（平成22年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 6,659,746円
公費負担率（事務費などを除く） 37.6%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 9,977円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円 俸給の特別調整（46,300

円～139,300円）次長級 54,000円
課長級 41,600円

給与費合計
38億4,858万

　　　　　4千円
1人あたり
 582万2千円

市職員の給与などの状況平成23年度

１　人件費の状況(平成2２年度普通会計決算）

２　職員給与費の状況(平成23年度一般会計当初予算）

３　一般行政職の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

４　平均給料の状況（平成23年４月１日現在）

５　職員手当の状況（平成23年4月1日現在） ６　特別職の報酬などの状況（平成23年4月1日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
３
月
１
日
㈭

か
ら
７
日
㈬
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

住
宅
火
災　
い
の
ち
を
守
る　
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

自
分
で
行
う
我
が
家
の
防
火
診
断

　
『
広
報
は
ま
だ
』
３
月
号
に
合

わ
せ
て
『
自
分
で
行
う
我
が
家
の

防
火
標
語

消
し
た
は
ず　
決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
図
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
促
進
す
る
。

　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

火
災
概
況

　

市
で
は
、
昨
年
28
件
の
火
災
が

発
生
し
、
こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
り

１
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
１
人
が
負

傷
、
４
、
０
６
８
万
円
余
の
損
害

が
あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
、

過
去
10
年
の
平
均
44
・
８
件
か
ら

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
「
た

き
火
」が
12
件
で
全
体
の
42
・
８
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

は
、「
電
気
配
線
機
器
」
が
３
件
、

「
ス
ト
ー
ブ
」・「
火
遊
び
」
が
各

２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
風
の

強
い
日
は
避
け
、
周
囲
の
燃
え
や

す
い
物
を
取
り
除
い
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を

掛
け
て
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ

う
。

　

倉
庫
や
物
置
な
ど
、
夜
間
無
人

と
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確
実
に

行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
の
火
種
は
小
さ
く
、
炎

を
上
げ
て
燃
え
出
す
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
就
寝
後
や
外
出
後

に
火
災
と
な
っ
て
被
害
が
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
吸
殻
の

後
始
末
を
十
分
に
す
る
習
慣
を
つ

け
、
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
火
を
使
う

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
場
件
数

　

こ
れ
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、

救
急
出
場
件
数
で
１
４
２
件
、
搬

送
人
員
で
は
79
人
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
平
均
す
る
と
、
１
日
に

７
・
９
件
の
出
場
で
、
７
・
４
人

が
救
急
隊
に
よ
っ
て
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、

第
１
位　
急
病　

１
、
８
３
１
件

（
救
急
出
場
件
数
の
半
数
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。）

第
２
位　
一
般
負
傷　

４
６
４
件

第
３
位　
転
院
搬
送　

２
６
３
件

第
４
位　
交
通
事
故　

１
９
７
件

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救急出場
件数（件）

搬送人員
（人）

浜田 1,975 1,854

金城 235 220

旭 221 211

弥栄 102 96

三隅 345 332

合計 2,878 2,713

防
火
診
断
』を
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
防
火
安
全
に
つ
い
て
診
断

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

安
全
安
心 く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
23
年
中
火
災
概
況
と

救
急
車
の
出
場
件
数
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問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

総
合
窓
口
課
か
ら

転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
出
を
お

忘
れ
な
く

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
２

点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

※　

届
出
は
、本
庁
及
び
各
支
所
・

連
絡
係
で
で
き
ま
す
。

※　

３
月
・
４
月
は
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、

延
長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓

口
を
行
い
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

水
道
部
か
ら

転
入
・
転
出
・
転
居
が
決
ま
っ
た

ら
、
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

　

引
っ
越
し
を
す
る
人
は
、
必
ず

次
の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
・
転
出
・
転
居
共
通

・
現
住
所
（
又
は
入
居
予
定
の
住

所
）・
使
用
者
（
契
約
者
）
の
氏

名
・
電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先

・
水
道
使
用
開
始
、
又
は
使
用
中

止
日
時

転
居
の
場
合

・
転
居
先
住
所
・
電
話
番
号

※　

市
内
で
転
居
す
る
場
合
は
、

転
居
先
の
水
道
使
用
手
続
を
併

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※　

水
道
料
金
の
支
払
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間
外
・
夜
間
・
土
日
・
祝

日
の
場
合

水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

届出の種類 届出の時期
転入届
（市外から浜田市内に引っ越した
とき）

引っ越した日から
14日以内 

転出届
（浜田市外へ引っ越すとき）

引っ越し先が決ま
ったら速やかに

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内 

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地
の市区町村役場で転出届を済ませてください。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口

が
大
変
混
み
合
う
た
め
、
平
日
の

窓
口
業
務
の
延
長
及
び
３
月
25
日

㈰
・
４
月
１
日
㈰
の
午
前
中
も
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
・
交
付
手
続
も
で
き
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ

し
、
電
子
証
明
書
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　
３
月
26
日
㈪
～
４
月
６
日

㈮　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　
住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
な
ど
）、
印
鑑
登

録
、
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住

民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証

明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
）、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付

医
療
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
医
療
・
国
民
年
金
の
各

種
申
請
・
届
出

高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課　
障
害

者
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
各
種
申
請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　

保
育
所
入
退

所
・
子
ど
も
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入

退
会
の
各
種
申
請
・
届
出

水
道
部
管
理
課　
水
道
の
利
用
に

関
す
る
諸
手
続

本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す

か
？

　

緊
急
で
も
な
い
の
に
救
急
車

を
呼
ぶ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を

待
た
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
傷
病
者
の
様
子
や
事

故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で

病
院
へ
搬
送
し
た
方
が
良
い
と

思
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
に
１

１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
・
環
境

転
入
・
転
出
・
転
居
す
る

皆
さ
ん
へ　
各
種
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）
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特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　
３
月
25
日
㈰
・
４
月
１
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続　
前
記
（
平
日

延
長
窓
口
）の
総
合
窓
口
課（
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
除

く
。）・
医
療
保
険
課
・
水
道
部

管
理
課
の
担
当
業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
各
支
所
・

連
絡
係
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
土
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
前
住
所

地
・
本
籍
地
や
ほ
か
の
行
政
機

関
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

預
か
り
の
み
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
広
域
住
民
票
の
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手

帳
な
ど
２
点
で
の
確
認
に
な
り

ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
即
日

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
に
加
え
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
は
、印
鑑
・
各
種
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

本
庁
水
道
部
管
理
課

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

市
役
所
庁
舎
の
防
虫
駆
除
作
業

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
証
明
書
自

動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
日　
３
月
17
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

３
月
末
は
、
多
量
の
引
っ
越
し

ご
み
な
ど
が
出
る
た
め
、
ご
み
処

理
場
を
特
別
開
場
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

処理場名・電話 搬入できるごみ 特別開場日時
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月24日㈯・31日㈯
午前９時～
　　　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみ収集はありません。一般家庭の直接搬入のみを対象としま
す。事業所のごみは直接搬入できません。

　浴槽１杯（200ℓ）分のお湯は、シャワーを16分（12
ℓ／分）使う量とほぼ同じです。ここでちょっとお風呂
の入り方を見直してみましょう。環境にやさしいだけで
なく、家計にもおトクです。
☆入浴は間隔を空けずに入りましょう

年間でガス38.20㎥の省エネ　約6,490円の節約
原油換算44.31ℓ　ＣＯ₂削減量87.0㎏

※　２時間放置により4.5℃低下した湯（200ℓ）を追い
焚きする場合（１回／日）

☆シャワーは不必要に流したままにしないようにしま
しょう
年間でガス12.78㎥の省エネ　約2,170円の節約
年間で水道4.38㎥の省エネ　約1,000円の節約
合計3,170円の節約
原油換算14.82ℓ　ＣＯ₂削減量29.1㎏

※　45℃の湯を流す時間を１分間短縮した場合

【一口メモ】
　浴槽にお湯をはった方が、水から沸か
すよりも省エネです。また、浴槽にはっ
たお湯から熱が逃げないよう、必ずフタ
をしましょう。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の
省エネ大事典2011年版】

（本庁くらしと環境課）

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止

ご
み
処
理
場
の
特
別
開
場

今日からおうちで省エネ！！【風呂給湯器の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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ご み コラムコラム

危険物と有害物

　皆さん、ライターやスプレー缶をごみに出すときに、
ほかの燃やせないごみとは分けて出していますか？分け
ずに一緒の袋で出したごみを回収した場合、ごみ収集車
内で摩擦などにより、火災を起こすことがあります。
　今年度もライターの混入によるごみ収集車の火災事故
が発生しています。
※　平成16年12月に発生した火災では、ごみ収集車に甚

大な被害が出ました。皆さん、分別方法を守って正し
いごみ出しを心掛けましょう。

分別方法

１　ほかの燃やせないごみとは別に分ける。
２　危険物と有害物だけを一緒にする。
３　市指定の燃やせないごみ袋に入れる。

（30㎝×42㎝の極小サイズもあります。）
４　指定のごみの日に出す。

危険物（必ず使い切ってください）

ライター・卓上コンロなどのガス缶・
スプレー缶（ヘアケア用品・制汗剤・
殺虫剤・塗料・自動車用品・そのほか
高圧ガスを使用した可燃性のスプレー
缶）

有害物

乾電池・水銀体温計（デジタル式は除
く）

※　ボタン電池・充電式電池（ニカド電
池など）・補聴器用空気電池・バッテ
リーなどは「処理困難物」のため収集
できません。販売店・小売店に相談し
てください。

※　乾電池については、市役所本庁及び
各支所・各公民館などに無料回収ボッ
クスが設置してありますので利用して
ください。

問い合わせ先
本庁廃棄物リサイクル課
（☎�９４３０）

別に分けましょう

浜
田
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

３
月
15
日
㈭
～
30
日
㈮

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
石原住宅（３ＤＫ） 熱田町 昭和54年度

各１戸

14,000円～ 27,500円
小福井住宅（２Ｋ） 昭和42年度 3,400円～　6,700円
内田住宅（２Ｋ） 内田町 昭和44年度 3,600円～　7,100円
日脚大久保住宅(３ＤＫ) 日脚町 昭和61年度 17,400円～ 34,100円
日脚住宅（３ＤＫ） 平成３年度 18,100円～ 35,500円
下府住宅（３Ｋ）

下府町
昭和47～48年度 ２戸 5,300円～ 11,000円

下府住宅（２Ｋ） 昭和48年度

各１戸

5,300円～ 10,400円
下府住宅（２ＤＫ) 昭和50年度 10,300円～ 20,300円
上府住宅（３ＤＫ） 上府町 昭和57年度 16,100円～ 31,600円
黒川改良住宅（３ＤＫ） 黒川町 昭和54年度 13,400円～ 17,700円

金
城
・
旭
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

３
月
15
日
㈭
～
30
日
㈮

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

金
城

波佐住宅（３ＤＫ）
波佐

昭和60年度 ２戸 14,800円～ 29,100円

波佐住宅（３ＤＫ） 昭和60年度
(平成22年度改修) １戸 16,100円～ 31,600円

旭

都川団地（３ＤＫ） 都川 昭和52年度 
(平成22年度改修)

各１戸

11,900円～ 23,400円

市木団地（３ＤＫ） 市木 昭和57年度 
(平成22年度改修) 15,100円～ 29,700円

旭ヶ丘団地１号棟
（２ＬＤＫ） 今市 平成16年度 16,000円～ 31,400円

家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

～『もったいない』は未来につづく合言葉～

ライターやスプレー缶などの危険物・有害物は、
　　ほかの燃やせないごみとは、分けて出しましょう！

住
宅

市
営
住
宅
入
居
者
募
集



広報はまだ：平成24年３月号　　　10

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

農用地の権利移動（利用権設定の締結など）

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

　
　
　
　
　
　
　
（
浜
田
市
）

地
域
の
担
い
手
な
ど

　
　
（
借
り
手
）農

地
の

所
有
者

貸付などに
関する代理
権の付与

委任 協議・調整

農
地
の

所
有
者

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ

し
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者
を

含
む
世
帯
・
子
育
て
世
帯
（
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
）
な
ど
は
、
収
入
月
額
が

21
万
４
千
円
以
下
（
黒
川
改
良

住
宅
は
13
万
９
千
円
以
下
）
で

あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

金
城
（
②
若
者
定
住
向
け
公
社
賃

貸
住
宅
）

受
付
期
間

３
月
２
日
㈮
～
16
日
㈮

募
集
住
宅　
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
下
来
原

建
設
年
度　
平
成
６
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人 

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

①
公
営
住
宅

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

②
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸
住
宅

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

受
付
期
間

３
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬（
必
着
）

募
集
団
地

・
汐
入
団
地
（
熱
田
町
）

抽
選
日　
４
月
上
旬

入
居
予
定
日　
４
月
下
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

入
居
募
集
期
間
変
更
に
つ
い
て

　

５
月
か
ら
公
募
期
間
が
変
わ
り

ま
す
。

募
集
期
間

変
更
前　

奇
数
月
上
旬
２
週
間

変
更
後　

奇
数
月
下
旬
２
週
間

入
居
予
定
日

変
更
前　

翌
月
下
旬

変
更
後　

翌
々
月
中
旬

※　

受
付
は
、
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
又
は
新

築
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
対
し
、

新
た
に
課
税
さ
れ
た
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
１
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
新

築
し
た
住
宅
で
、
認
定
通
知
書
を

受
け
取
ら
れ
た
人
は
、
交
付
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
申
請
書
を
未
提
出
の
人
は
、

補
助
対
象
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
を
全
額
納
付
後
、
３
月
30
日
㈮

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
及
び
各
支
所
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
又
は

各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

　

こ
の
事
業
は
、
農
地
な
ど
の
効

率
的
な
利
用
に
向
け
、
そ
の
集
積

を
促
進
す
る
た
め
、
市
が
農
地
所

有
者
か
ら
農
地
の
貸
付
け
な
ど
に

関
す
る
委
任
を
受
け
、
所
有
者
の

代
理
と
し
て
、
農
地
の
借
り
手
を

探
す
事
業
で
す
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
人
や
新
た
に

農
地
を
借
り
た
い
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

農
地
の
草
刈
り
な
ど
、
管
理

を
委
任
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
建
築
奨
励
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
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森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月

以
降
、
森
林
の
土
地
所
有
者
と

な
っ
た
人
は
、
市
町
村
長
へ
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
人　
土
地
の
面
積

に
か
か
わ
ら
ず
、
売
買
や
相
続

な
ど
に
よ
り
森
林
を
新
た
に
取

得
し
た
個
人
又
は
法
人

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

浜
田
市
で
生
活
し
た
島
根
県
立

大
学
卒
業
生
・
大
学
院
修
了
生

に
、
い
つ
ま
で
も
浜
田
を
忘
れ
ず

に
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

と
、
こ
れ
か
ら
も
浜
田
に
対
す
る

声
援
・
提
言
に
よ
り
応
援
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
簡
単
な
食
事
を
用
意

し
ま
す
。
縁
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
卒
業
生
・
修
了
生
の
新
た

な
舞
台
で
の
活
躍
を
祈
念
し
、
激

励
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
18
日
㈰

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
参
加
料　
２
、
０
０
０
円
（
島
根

県
立
大
学
生
及
び
大
学
院
生
は

１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
３
月
９
日
㈮

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
本
庁

地
域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
又
は
メ
ー
ル
（
氏

名
・
連
絡
先
を
明
記
）
で
も
申

し
込
め
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
内
島
根
県
立

大
学
支
援
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
２
０
１
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

Em
ail:chiiki@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　深山会（日脚町）及び金城町連合自治会では、宝くじの普及広報を
目的として、その受託事業収入を財源に実施している㈶自治総合セン
ターの平成23年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、
次のとおり整備しました。

深山会

　音響設備と地芝居用小道具を購入しまし
た。
　今後、この備品を活用して、運動会や文
化祭などの地域のコミュニティ活動の活性
化に向けた様々な取組を進めることとして
います。

（本庁地域政策課）

金城町連合自治会

　小型除雪機を３台購入しました。
　今後は、冬期における除雪作業でこの機械を活
用することにより、安全安心な生活の確保をして
いくとともに、地域コミュニティ活動の活性化を
図っていきます。

（金城支所自治振興課）

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

２
０
１
２
「
浜
田
応
援
団
」

結
団
式
を
開
催
し
ま
す

平成23年度宝くじコミュニティ助成事業
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
浜
田
市
内
に
主
た
る
定

置
場
（
原
則
と
し
て
所
有
者
の
住

所
地
）
が
あ
る
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

古
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な
ど
で

使
用
不
能
の
状
態
の
車
は
廃
車
手

続
を
、
ま
た
車
を
譲
っ
た
場
合
は

名
義
変
更
手
続
を
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税
務

担
当
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

左
記
又
は
販
売
店
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

軽
二
輪
（
排
気
量
１
２
６
㏄
～
２

５
０
㏄
）

・
島
根
県
軽
自
動
車
協
会

【
松
江
市
（
☎
０
８
５
２
�
０

０
４
６
）】

小
型
二
輪
（
排
気
量
２
５
１
㏄
以

上
）

・
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局

【
松
江
市
（
☎
０
５
０-

５
５

４
０-

２
０
７
）】

四
輪
の
軽
自
動
車
（
乗
用・貨
物
）

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
島
根
事
務

所
【
松
江
市
（
☎
０
８
５
２
�

０
５
３
９
）】

盗
難
な
ど
で
紛
失
し
た
場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税
務
担

当
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

申
告
相
談
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

　

市
で
は
、
市
民
税
県
民
税
及
び

所
得
税
の
申
告
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
相
談
・
各
種
医
療

制
度
の
質
問
な
ど
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　
３
月
15
日
㈭
ま
で

開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

開
設
場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
・
各
支
所
・
出
張
会

場
※　

土
・
日
の
開
設
及
び
夜
間
相

談
窓
口
会
場
の
日
程
は
、『
広

報
は
ま
だ
』
２
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
期
の

た
び
に
現
金
を
持
っ
て
出
掛
け
る

手
間
も
省
け
、「
便
利
」
で
「
安
心
」

か
つ
「
確
実
」
で
す
。

　

振
替
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

の
末
日
で
す
。
申
込
み
の
翌
月
の

納
期
か
ら
振
替
が
始
ま
り
ま
す

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
申
込
み
が

20
日
以
降
の
場
合
は
、
翌
々
月
か

ら
と
な
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
度
当
初
か

ら
口
座
振
替
を
開
始
す
る
場
合
や
、

振
替
口
座
・
振
替
方
法
を
変
更
す

る
場
合
は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

３
月
23
日
㈮
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

５
月
18
日
㈮
ま
で

申
込
手
続

・
預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
申
込
書
は
金
融
機
関
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

・
預
貯
金
通
帳
と
、
そ
れ
に
使
用

し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
日
本
の
歩
き

た
く
な
る
道
５
０
０
選
の
一
つ
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
気

持
ち
よ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
10
日
㈯（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
前
の
漁
港
駐
車
場

コ
ー
ス　
５
㎞
コ
ー
ス

参
加
料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
市
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
３
月
９
日
㈮

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
等
・
オ
ー

ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
の
廃
車

手
続
は
お
済
み
で
す
か

申
告
を
お
忘
れ
な
く

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

健
康
・
福
祉

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
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食 育 コラムコラム

１日に摂りたい､ 望ましい野菜の量は350ｇです
　厚生労働省が目標としている国民１人あたりの野
菜の摂取量は１日350ｇ以上です。しかし、平成21年
度国民健康・栄養調査によると、成人が１日に食べ
る野菜の摂取量は295.3ｇとなっています。特に若い
世代の摂取量が不足しており課題となっています。
　小学生を対象としたクッキング教室で、子どもた
ちに好きな野菜料理を聞くと多くの子どもたちが生
野菜サラダ（レタス・きゅうり・トマトなどとドレッ
シングの組み合わせ）と回答します。しかし、生野
菜だけでは量が不足がちです。熱を加えた料理も取
り入れ、毎日350ｇ以上摂取しましょう。

１日分の目安（１日５皿を目標にしましょう）
　野菜350ｇといっても、なかなか実感しに
くいものです。そこで、野菜料理として５皿
を目標に食べましょう。
　具体的には、作り置きメニュー（野菜の煮
物など）・生でおいしく食べられる野菜料理・
具だくさんの汁・肉や魚料理のつけ合わせ野
菜の分量を増やすなど、工夫をして総量とし
て十分に摂取したいものです。野菜の多様な
成分が相互に作用して健康な体づくりに効果
が高いといわれています。

（金城支所市民福祉課）

野菜を十分に摂ることで、疾病を予防しましょう
成分 主な働き 機能性  主な野菜

ビタミンＣ 血管・歯・結合組織を丈夫に
保つ 動脈硬化予防・免疫力アップ

キャベツ・だいこん・
ブロッコリー・じゃがいも・
ピーマン

ビタミンＥ 細胞の老化を防止する 動脈硬化予防・免疫力アップ かぼちゃ・ほうれんそう

食物繊維 腸内環境を整える 糖尿病の予防
コレステロール値の正常化

ごぼう・モロヘイヤ・
にんじん

カリウム ナトリウムの排出を促進する 高血圧の予防 じゃがいも・さといも・
さつまいも

カルシウム 丈夫な骨や歯をつくる 骨粗しょう症予防 小松菜・かぶ・水菜

βｰカロテン 皮膚や粘膜の細胞を正常にす
る がん予防・免疫力アップ  にんじん・かぼちゃ・

ほうれんそう・モロヘイヤ

※　次回４月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証（
え
ん
じ
色
）

の
有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈯
で
切

れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
３
月

中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て
送

付
し
ま
す
。
１
世
帯
ご
と
に
ま
と

め
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
加
入
し
て
い
る
人
全
員
の

保
険
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
未
加
入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主

あ
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

加
入
者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、

そ
の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

有
効
期
限
に
つ
い
て

　

一
般
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
25
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
誕
生
日
（
有
効
期
限
）
以
降
に

使
用
す
る
保
険
証
は
、
別
途
送

付
し
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、滞
納
状
況
に
よ
り
、

「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し

ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

～より良い食を実践するために～ 野菜を食べよう！

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

持
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無
効
）

は
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
し
て
、

不
正
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は
…

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
。）
し
た
場
合
は
、
そ
の

旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先

で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入
時

と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
・

健
康
保
険
組
合
及
び
共
済
組
合

な
ど
）
の
保
険
証
（
被
扶
養
者

全
員
の
健
康
保
険
証
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
、
４
月
１
日

か
ら
使
う
「
高
齢
受
給
者
証
」
を

３
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。
証
が
届
い
た
と
き
は
、

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
70
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ

の
月
）
か
ら
で
、
所
得
に
応
じ
て

自
己
負
担
割
合【
２
割 
（
た
だ
し
、

７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）】
又
は

【
３
割
】
の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ

れ
た
高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
、
３
月
下
旬
に
送
付
す
る

高
齢
受
給
者
証
は
４
月
１
日
か
ら

７
月
31
日
ま
で
を
有
効
期
限
と
し

て
い
ま
す
（
期
間
内
に
75
歳
に
な

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
人
は
、
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
高
齢

受
給
者
証
は
、
平
成
23
年
中
の
所

得
を
も
と
に
自
己
負
担
割
合
の
判

定
を
行
い
、
７
月
下
旬
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

か
ら
、
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
高
齢
受

給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、再
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
１
年
間
（
平
成
25
年
３
月

末
ま
で
）
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
現
役
並
み
所
得
者

は
【
３
割
】
の
ま
ま
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

三
中
校
区
小
学
校
人
権
集
会
（
周

布
小
・
長
浜
小
）

日
時　
３
月
８
日
㈭

午
後
１
時
45
分
～
２
時
55
分

場
所　
第
三
中
学
校
会
議
室

演
題　
生
き
る
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

一
中
校
区
小
学
校
人
権
集
会
（
石

見
小・三
階
小・佐
野
小・後
野
小
）

日
時　
３
月
９
日
㈮

午
前
９
時
40
分
～
11
時
10
分

場
所　
石
見
小
学
校
会
議
室

演
題　
生
き
る
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

二
中
校
区
小
学
校
人
権
集
会
（
原

井
小
・
雲
雀
丘
小
・
松
原
小
）

日
時　
３
月
９
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
原
井
小
学
校

演
題　
生
き
る
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

周
布
小
学
校（
☎
�
１
０
０
６
）

石
見
小
学
校（
☎
�
０
５
１
２
）

松
原
小
学
校（
☎
�
０
２
６
２
）

日
時　
３
月
20
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

場
所　
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
有
福
保
育
園
園
児
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏

活
動
発
表

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

・
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会

対
談

・
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事

・
岩
谷
百
合
雄
さ
ん
（
浜
田
商
工

会
議
所
会
頭
）

参
加
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内
浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
（
☎
�
９
１
６
０
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
の
発
送

人
権

人
権
集
会

第
32
回
女
性
の
生
き
方
を

考
え
る
集
い
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ア
メ
リ
カ
で
は
、
様
々
な
移
民

に
よ
っ
て
世
代
か
ら
世
代
へ
と
重

要
な
食
文
化
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

市
国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
さ

ん
と
一
緒
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

手
作
り
の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
３
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

参
加
料　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈭

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

　

平
成
24
年
度
子
ど
も
会
安
全
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
ど

も
会
活
動
時
の
事
故
に
対
す
る
見

舞
金
制
度
で
す
。
行
事
中
、
往
復

途
中
な
ど
に
お
い
て
発
生
し
た
事

故
や
ケ
ガ
に
対
し
て
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、
加
入
手
続

の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

ケ
ガ
を
し
て
か
ら
加
入
し
て
も
見

舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

見
舞
金
の
給
付
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
50
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間　
１
８
０
日

見
舞
金
支
給
限
度
額　
医
療
費
総

額
の
50
％
が
１
、
０
０
０
円
以

下
の
場
合
、
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

50
万
円
を
限
度
と
し
て
支
給
し

ま
す
。

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
見
舞
金　
６
０
０
万
円

証
明
書
等
支
給
額

　

各
種
証
明
書
代
と
し
て
、
１
件

に
つ
き
２
、
０
０
０
円
を
限
度
と

し
て
、
実
費
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
及
び

名
簿
・
年
間
計
画
書
に
、
会
費

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
が
必
要
な
人
に
は
送

付
し
ま
す
の
で
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

会
費　
年
額
１
人
１
２
０
円

※　

就
学
３
年
前
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
平
成

25
年
２
月
28
日
㈭

補
償
期
間　
４
月
１
日
㈰
～
平
成

25
年
３
月
31
日
㈰

※　

４
月
１
日
㈰
以
降
の
加
入
の

場
合
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
補

償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
の
対

応
　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

傷
害
保
険

　

入
院
・
通
院
１
日
目
か
ら
補
償

し
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

　

て
ん
補
限
度
額
（
補
償
額
）
は

身
体
・
財
物
賠
償
合
算
額
と
な
り

ま
す
。
免
責
金
額（
自
己
負
担
額
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

加入対象者 補償される団体活動など 加入
区分

年間掛金
(１人あたり)

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

団体活動全般 A1 800円
団体活動全般
上記以外(個人活動・個人練習など) AW 1,450円

大
人

高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け A2 800円

スポーツ活動・スポーツ活動の指導 C 1,850円
子どものスポーツ活動の指導限定 AC 1,300円

65歳以上 スポーツ活動 B 1,000円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 11,000円

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
補

償
で
、
補
償
限
度
額
は
１
８
０
万

円
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

５
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

子
ど
も
と
大
人
が
混
在
の
団

体
で
も
、
１
団
体
と
し
て
加
入

で
き
ま
す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
５
円
（
税
込
み
）

で
す
。

資
料
請
求
・
申
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先㈶

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県

支
部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８

８
）

http://w
w
w
.sportsanzen.

org/

ア
メ
リ
カ
サ
ロ
ン
～
イ
タ
リ
ア

料
理
を
味
わ
お
う
！
～

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
案
内
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　三隅町にある石州和紙会館で、企画展「ブータン王国と石州
和紙展」が開催されています。
　旧三隅町と同国は、昭和61年から紙すきの技術指導などをと
おして約20年間交流をしてきました。浜田市と合併した平成17
年以降、これらの交流は途絶えていましたが、昨年、ブータン
国王の来日により、交流再開へ大きく前進しました。
　この企画展は、「幸福の国」と称されるブータン王国の民族
衣装や民芸品、日用品など約100点を展示し、３月31日㈯まで
開催されています。

手に汗握る、シェルターでの攻防

　１月28日㈯・29日㈰、 「第14回島根県雪合戦大会」がアサヒ
テングストン駐車場で開催されました。
　旭の冬の代名詞として定着した「スポーツ雪合戦」。県内外
から参加した54チームが各部門で熱い戦いを繰り広げました。
　選手と地域が一体となって盛り上げた今回の大会について、
地元市木自治会の柿木会長は「地域が行事へ積極的に参加、協
力することで一体となった地域づくりができた。この大会をと
おして遊びながら交流を楽しんでほしい」と話していました。

　２月１日㈬から４日㈯まで、宮城県蔵王町で開催された「第
49回全国中学校スキー大会」に、金城中学校の塚

つ か

本
も と

樹
たつき

さん（３
年生）と青

あ お

木
き

拓
た く

斗
と

さん（２年生）が回転・大回転の部へ、塚
つ か

本
も と

海
か い

都
と

さん（１年生）が大回転の部へ出場しました。
　３人は、今年１月に開催された「第51回島根県中学校スキー
大会」で好成績を収め、全国大会への切符を手にしました。全
国大会では、「回転の部」は惜しくも２回戦進出を果たせませ
んでしたが、「大回転の部」は、塚本樹さんが１１０位、塚本海都
さんが１１５位、青木拓斗さんが１２６位と大健闘をみせました。

　２月５日㈰、「第６回食育フェスタin浜田」が総合福祉セン
ターで開催されました。
　会場では、マイはし作りや米粉を使ったみたらし団子作りな
どの体験コーナや地元食材を使った料理の試食、揚げパン・く
じらの竜田揚げなどの昔懐かしい学校給食の販売があり、たく
さんの人でにぎわいました。また、野菜スイーツ専門店を経営
されている柿

か き

沢
さ わ

安
あ

耶
や

さんを講師に迎え、「食」に関する講演が
行われました。地元野菜の「あすっこ」などを使ったお菓子作
りの実演もあり、来場者は「食」に対する関心を深めました。昔懐かしい学校給食の試食販売もありました

ブータンの仏画などを鑑賞する来場者

全国スキー大会出場選手の皆さん（写真右から、塚本
海都さん、青木拓斗さん、塚本樹さん）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

みすみブータン王国との交流再開へ
～ ブータン王国と石州和紙展 ～

浜田の食文化を伝える
～ 食育フェスタin浜田 ～

かなぎ

あさひ雪上の熱き戦い！
～ 島根県雪合戦大会 ～

金城中学生が全国スキー大会で大健闘
～ 第49回全国中学校スキー大会 ～
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　１月28日㈯、「布地蔵作り」が岡見公民館で行われました。
　これは、東日本大震災の被災地・宮城県気仙沼市の松岩公民
館に送るために行われたもので、布地蔵作り教室の皆さんを中
心に地域の人や県立大学生など30人が参加。持参した着物用の
布を使って胴体・袖・顔など一針ずつ縫っていき、やさしい顔
の布地蔵を作りました。
　参加者は、「お地蔵さんを見て、少しでも被災者の人の心が
安らげばうれしいです」と話していました。作られた布地蔵は、
メッセージとともに３月初めに送られます。

「おなかの中まで息を大きく吸いましょう」

　１月21日㈯、「ポールエクササイズ教室」が市木生活改善セ
ンターで開催されました。
　ポールエクササイズは、いすに座って２本のポールを使い、
様々な運動を行うもので、日頃使わない筋肉を活性化させると
ともに、足腰に負担をかけない、体にやさしい身体運動です。
　この日は、市民10人が参加。インストラクターの齋藤康與さ
んから体力レベルに合わせたゲーム感覚の運動や正しい姿勢を
指導してもらい、参加者たちは「膝も痛くならないし、気軽に
楽しめる」など、少し息を弾ませながら笑顔を見せていました。

　１月22日㈰、「小国自治振興会50周年記念式」が小国公民館
で開催されました。
　式典では、町内会長や各種団体関係者など約140人が参加し、
地域功労者の表彰、小国自治振興会の50年の歩みの紹介、地元
あすなろ合唱団による市民歌の合唱などが行われました。
　和

わ

田
だ

茂
し げ

恒
つ ね

小国自治振興会長は、「これからも、中山間地域と
しての役割を果たし、地域力を生かしながら活動していきたい」
とあいさつ。式典後には、記念講演会や祝賀会が行われ、小国
地域の更なる発展に向けて決意を新たにしました。

　１月22日㈰、「やさか有機農業市民講座（技術編）」が、弥栄
会館大研修室で行われました。この講座は、有機農業について
学ぶ講座として数回行われており、今回、技術編として「有機
栽培の土づくり」をテーマに、植物の生理に基づいた栽培方法
など有機栽培の基礎的な技術について学びました。
　この日は、有機農業の実践農家や有機農業に興味のある農家
ら約40人が参加。植物が育つ仕組みを理解することで高品質と
多収獲が両立できる有機栽培の利点など、講師の興味深い話に
耳を傾けていました。

歴代会長を地域発展の功労者として表彰

専門的な説明に聞き入りました

上手に布を縫って地蔵を完成させる参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

みすみ復興を願って布地蔵作り
～ 岡見公民館 ～

やさか土からつくる有機栽培を始めよう
～ やさか有機農業市民講座（技術編） ～

かなぎ節目を祝い更なる地域発展を願う
～ 小国自治振興会50周年記念式 ～

あさひいつまでも健康に
～ 市木地区ポールエクササイズ教室 ～
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　１月15日㈰、「とんど焼き」が白砂公民館で行われました。
　これは、青少年健全育成の一環として白砂地区青少年健全育
成協議会委員や地域の人が中心となり、毎年行われています。
　この日は、地域の子どもや保護者など37人が参加。三隅神社
の宮司さんによるお払いのあと、それぞれが持ち寄ったしめ縄
飾りや門松、書初めなどで作ったとんどに火を入れました。
　参加者は、燃え上がる炎を見つめながら、今年１年の無病息
災を祈っていました。

とんどの炎で餅を焼いて食べました

　１月15日㈰、「弥栄とんど焼き」がふるさと体験村で行われ
ました。一面の雪景色の中で、青竹を高くやぐら状に組み上げ、
その中に「しめ縄飾り」や「門松」・「書初め」を置いて点火し
ました。火をつけると徐々に燃え広がり、やがて炎とともに勢
いよく竹のはじける音が、会場に響き渡りました。参加者は、
火が収まったところで、持ち寄ったお餅を竹に刺して焼いて食
べ、今年一年の無病息災を願いました。
　また、夕方からは手作りの竹灯ろうに火をともして、風情あ
る雪の夜の景色を楽しみました。

　１月15日㈰、「波佐地区青少年健全育成のつどい」がときわ
会館とその周辺を会場に開催されました。
　当日は、地域の子どもたちや保護者など約100人が参加し、
地域の魅力などを題材にした「カルタ作り」や「カルタとり」
などを楽しみました。
　また、恒例の「どんどろ祭り」では、各家庭から持ち寄った
正月のしめ縄飾りなどを燃やす「どんどろ」 の火を囲み、焼き
餅や温かい豚汁を食べながら、子どもたちによる新年の決意発
表を行いました。

　１月15日㈰、「第49回浜田市駅伝競走大会」が第四中学校を
発着点に開催されました。
　この日は、市内外から95チームが参加。年齢や性別など、6
部門に分かれて競い合いました。
　選手たちは、沿道からの「頑張れ！」などの声援を受けなが
ら一生懸命に走り、次の走者へタスキを渡していました。
　また、第四中学校では、美川地区体育協会や地元の中学生・
ＰＴＡなどが用意したエンコウ鍋（豚汁）やぜんざいが、走り
終えた選手たちに振舞われました。

「どんどろ」を囲み新年の抱負を発表する子どもたち

勢い良くスタートする選手たち

地元の皆さんが用意した豚汁で、心も体もホッカホカ

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

みすみ1年の無病息災を祈願
～ 白砂地区とんど焼き ～

懸命にタスキをリレー
～ 浜田市駅伝競走大会 ～

かなぎ伝統行事で豊かな心を育む
～ 波佐地区青少年健全育成のつどい ～

やさか今年の無病息災を願って
～ 弥栄とんど焼き2012 ～
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　１月10日㈫、「新春かるた会」が木田小学校で行われました。
　初めに全校児童９人による、新年の決意発表が行われ、低学
年から順番に「木田小学校は残り１年なので、ほかの学校の友
達をいっぱい作りたい」など、大きな声で堂々と発表していま
した。その後、同校の卒業生が郷土の特産品である「赤梨」に
ついて楽しく学んでもらおうと作成した「梨かるた」で、かる
た会を行いました。このかるたは「赤梨」の特徴を伝えている
ほか、絵札に表情を付け、親しみやすくしています。児童たち
は、歓声を上げながら楽しい時間を過ごしていました。

雪が残り寒さ厳しい中を走り抜きました

　１月１日㈰、毎年恒例の「元旦走ろう会」が市役所弥栄支所
周辺で行われました。当日は、雪混じりの小雨が降る寒い中、
参加した小学生から高齢者までの幅広い年齢層のランナーは、
それぞれの体力に応じた距離を走り抜きました。
　走り終えたあとは、近くにある長安八幡宮で禰

ね ぎ

宜さんから、
「頑張ることの意味」についてのお話を聞きました。また、小
学生の保護者やボランティアの皆さんが作った猪汁を食べて冷
えた体を温めながら、新年の抱負やランナーとしての目標につ
いて熱く語り合いました。

　１月２日㈪、美又公民館の新春の恒例行事となった噺
はなしやま

山（標
高475.5ｍ)登山が行われました。
　この日は、美又地区の子どもから高齢者まで25人が参加。約
260ｍある登山道を歩き、新雪が降り積もった噺山山頂に到着
すると、新年の決意や抱負などを短冊に書いて、みんなで祈願
しました。また、絶景を背に焚き火を囲んで暖をとり、焼きい
もやお餅・お汁粉を食べたり、凧揚げをしたりしました。そして、
「今年一年元気に過ごし、来年もみんな一緒に登ろう」と約束。
楽しくにぎやかな新春登山となりました。

　１月６日㈮、「新年書初め会」が三保公民館で開催されました。
　この会は、年頭の思いや心に残る言葉を自由に書き、１年の
決意を新たにすることを目的に行われました。
　当日は、小学生児童14人が参加。最初に、三保公民館書道教
室の先生から「筆をしっかり立てて、字の大きさに気を付けて
書くように」と指導を受けた後、児童たちは「お正月」など新
年にちなんだ言葉を選び、集中して筆を走らせました。
　また、昼食には、地元の皆さんが用意した豚汁とおにぎりが
振る舞われました。

噺山の頂上で記念撮影

一筆に思いを込めて筆を走らせる児童たち

夢中でかるたに飛びつく児童

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

あさひ児童が特製かるたで腕前を競う！
～ 木田小学校新春かるた会 ～

みすみ新年の決意新たに
～ 新年書初め会 ～

かなぎ新春登山で無病息災を祈願
～ 第６回新春に噺山へ登ろうや!! ～

やさか走って語る新年の抱負
～ 元旦走ろう会 ～
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
○休館日　日曜日及び祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○３月の休館日　20日㈷・30日㈮

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○３月の休館日　４日㈰～11日㈰・20日㈷
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ょ
～
ん

　
　
　
　
　

ふ
じ
わ
ら
こ
う
い
ち

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

い
ち
ね
ん
め
い
ろ 　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

せ
べ
ま
さ
ゆ
き

奇
跡
の
一
本
松
ー
大
津
波
を
の
り

こ
え
て
ー　
　
　
　

な
か
だ
え
り

と
も
だ
ち
は
実
は
ひ
と
り
だ
け
な

ん
で
す　
　
　
　
　
　

平
岡
あ
み

■
大
人
向
け
の
本
■

変を
ち
み
づ

若
水　
　
　
　
　
　

吉
田
恭
教

浜
田
城
炎
ゆ　
　
　
　

小
寺
雅
夫

子
ど
も
を
伸
ば
す
お
手
伝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
渚

い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る
ミ
シ
ン

ソ
ー
イ
ン
グ
の
基
礎　
坂
内
鏡
子

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

３
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

お
た
す
け
こ
び
と
の
ま
い
ご
さ
が

し　
　
　
　
　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ

行
事
の
お
は
な
し
12
か
月　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
蘭
子

き
ょ
う
は
せ
つ
ぶ
ん
ふ
く
は
だ

れ
？　
　
　
　
　
　
　

正
岡
慧
子

ク
レ
プ
ス
リ
ー
伝
説
３　
呪
わ
れ

た
宮
殿　
　
　
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

ま
い
に
ち
ル
ン
ル
ン
通
園
通
学
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ　
　
　

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

は
じ
め
ま
し
て
の
か
ぎ
針
教
室　

　
　
　
　

文
化
学
園
文
化
出
版
局

曾
根
崎
心
中　
　
　
　

角
田
光
代

極
北
ラ
プ
ソ
デ
ィ　
　
　

海
堂
尊

親
鸞　
激
動
篇
（上）　
（下）　
五
木
寛
之

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 
書 
館
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代
表
委
員　
牛
尾　
昭

　

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
市
民
研
究
員

制
度
は
、
平
成
18
年
に
創
設
・
募
集

が
始
ま
り
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
に
開
か
れ
た

大
学
運
営
を
提
唱
し
、
か
ね
て
か
ら

「
北
東
ア
ジ
ア
学
」
創
設
を
目
指
さ

れ
て
い
た
当
時
の
宇
野
学
長
に
よ
り

創
設
さ
れ
、「
市
民
知
」
が
大
学
の

研
究
機
関
と
協
働
で
研
究
を
行
う
と

い
う
日
本
全
国
で
も
珍
し
い
制
度
で

す
。

　

制
度
の
内
容
は
、
大
学
院
生
と
市

民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
研
究
員
が
協
働
し
て
研
究

に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮

し
な
が
ら
、
互
い
に
刺
激
を
与
え
る

市民研究員研究会の様子

こ
と
に
よ
り
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
最
初
の
２

年
間
は
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
研

究
員
の
先
生
に
ひ
た
す
ら
引
っ
張
ら

れ
る
形
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
の
３
年
間
は
、
年

５
回
開
催
し
た
「
市
民
研
究
員
定
例

会
」
と
、「
市
民
研
究
員
情
報
交
換

サ
ロ
ン
」
と
い
う
大
き
な
２
つ
の
柱

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
５
年
が
た
ち
、
市
民
研

究
員
が
自
ら
研
究
を
行
う
仕
組
み
づ

く
り
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
平

成
22
年
は
市
民
研
究
員
の
中
か
ら
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
選
出
し
、
翌
年
か
ら

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
従
来
の
大
学
院
生

と
市
民
研
究
員
の
共
同
研
究
と
は
別

に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
・
リ
サ
ー
チ･

サ
ロ
ン
「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
人
的

交
流
」「
地
域
の
中
の
北
東
ア
ジ
ア
」

「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
歴
史
と
文

化
」「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
現
在
的

課
題
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
初
年

度
で
も
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で

す
が
、
今
後
は
、
代
表
委
員
に
よ
る

プ
ラ
ン
の
実
践
と
連
絡
会
に
お
け
る

徹
底
し
た
議
論
の
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

　

市
民
研
究
員
制
度
が
大
学
と
共
に

歩
み
、
地
域
貢
献
で
き
る
集
団
と
な

る
よ
う
研
さ
ん
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

大
学
生
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
３
月
９
日
㈮
～
16
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

　

県
立
大
学
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
な
日
時

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

土
・
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

た
だ
し
試
験
期
間
中
（
７
月
１

日
か
ら
７
月
30
日
と
１
月
15
日
か

ら
２
月
12
日
の
予
定
）
は
、
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

休
館
日

祝
祭
日
・
月
末
日
・
年
末
年
始
・

臨
時
休
館
日
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
保
守
点
検
期
間

利
用
で
き
る
人

満
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
在
学
中

の
人
は
除
き
ま
す
。）

入
館
の
手
続

カ
ウ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書（
免

許
証
な
ど
年
齢
の
確
認
で
き
る
も

の
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
利

用
者
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

館
内
閲
覧
、
資
料
の
複
写
・
貸
出

貸
出
冊
数　
１
人
３
冊
ま
で

貸
出
期
間　
２
週
間

※　

英
語
多
読
用
図
書
は
１
週
間

問
い
合
わ
せ
先

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
―

（
☎
�
２
２
０
４
）

　県立大学では、地域の皆さんに大学をより身近な
存在として感じてもらい、大学の諸活動を応援して
もらうために、浜田キャンパスサポーター制度を設
けています。サポーター限定の様々な特典付き！皆
さんの申込みをお待ちしています。
年会費　５００円
特典　サポーター会員証で、県立大学メディアセン
ターが利用できるほか、郵送又は電子メールで大
学のイベント情報などをお届けします。

※　詳しくは、大学ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　
　地域連携推進室
（☎�２３９６）
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vol.101
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

市
民
研
究
員
制
度
の
新
た
な

座
標
軸

平
成
24
年
度
春
学
期
（
４
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

平成24年度浜田キャンパスサポーター
を募集します!!

図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
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　木片に刃物を加えて「根付」を作り
ます。田中俊睎先生の彫刻刀の使い方
や表現方法を見ながら、オリジナルの
根付（キーホルダー）を作りましょう。
日時　３月10日㈯　午後２時～４時
料金　無料

　

石
正
美
術
館
新
館
で
は
、彫
刻
家
・

田
中
俊
睎
さ
ん
（
江
津
市
出
身
）
の

木
彫
・
塑
像
・
根
付
・
石
な
ど
、
代

表
的
作
品
を
初
め
て
一
挙
公
開
す
る

企
画
展
を
開
催
中
で
す
。

　

創
作
活
動
を
続
け
て
き
た
田
中
さ

ん
は
、
30
歳
の
頃
、
江
戸
時
代
に
作

ら
れ
た
「
石
見
根
付
」
の
銘
品
と
出

会
い
ま
し
た
。
根
付
の
素
晴
ら
し
さ

に
魅
了
さ
れ
た
田
中
さ
ん
は
、
独
学

で
根
付
を
彫
り
続
け
、
つ
い
に
石
見

根
付
を
現
代
に
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
０
７
年
、
第
30
回
記
念

「
日
本
の
象
牙
彫
刻
展
」
で
高
円
宮

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

石
見
の
風
土
を
愛
し
、
彫
刻
の
喜

び
を
友
に
し
て
き
た
70
年
の
人
生
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
館
で
は
、
企
画
展
「
石
本
正
の

ア
ト
リ
エ
Ⅱ
」
を
開
催
中
で
す
。

　

絵
を
描
く
喜
び
を
表
現
し
続
け
る

石
本
の
絵
が
、
ふ
る
さ
と
の
紙
に
出

会
い
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ

た
か
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に伝え
たいと願い、開館時に始まりました。ここには「絵を描くよろ
こび」が満ちています。全国各地からやってくる人々と一緒に
楽しく絵を描きませんか。
日時　３月17日㈯・18日㈰（要予約）
場所　石正美術館創作室
料金　７，０００円
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

《本館展示室》
企画展「石本正のアトリエⅡ」
　　３月25日㈰まで

《新館展示室》
第11回石見の作家展「彫刻家　田中俊睎
―木彫・塑像・根付・石―」
　　３月25日㈰まで
企画展「水辺の記憶」
　　３月31日㈯～５月27日㈰

《ギャラリー展示》
ふるさとを描いたデッサン展
　　３月９日㈮まで
石正美術館日本画教室作品展
　　３月10日㈯～25日㈰

《イベント情報》
創作体験「根付の魅力」
　　３月10日㈯　午後２時～４時
　　講師　田中俊睎さん（彫刻家）
第38回石本正絵画教室「裸婦デッサン会」
（要予約）
　　３月17日㈯・18日㈰
美しい石見弁の世界
　　３月24日㈯　午後２時～３時

休館日のお知らせ
　展示替　３月26日㈪～30日㈮　　

田中俊睎「飛龍」 
（1997年）桜・根付

田中俊睎「渓流」
（2007年）猪牙・根付

有

料

広

告
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◎創作体験「根付の魅力」

◎第38回石本正絵画教室参加者募集

第
11
回
石
見
の
作
家
展

「
彫
刻
家　
田
中
俊
睎
」
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現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は

『
カ
グ
ラ
！
石
見
神
楽
と
浜
田
の
伝

統
展
』
を
開
催
中
で
す
。

　

本
展
で
は
毎
年
、
浜
田
市
内
の
５

社
中
に
協
力
い
た
だ
き
、
神
楽
面
や

衣
裳
・
小
道
具
な
ど
を
展
示
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
社
中
の
も
つ
魅
力
や
特
徴

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
石

見
神
楽
」
を
中
心
に
、「
石
州
和
紙
」・

「
田
ば
や
し
」・「
長
浜
人
形
」
と
の

つ
な
が
り
に
も
注
目
し
、
浜
田
の
伝

統
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、大
変
貴
重
な
古
い「
神

楽
台
本
」
の
展
示
や
、
人
気
の
神
楽

体
験
が
で
き
る
舞
台
も
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
「
石
見
神
楽
」

の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
は
な
か
っ

ぱ
」
や
「
パ
ン
ツ
ぱ
ん
く
ろ
う
」
の

作
者
あ
き
や
ま
た
だ
し
さ
ん
の
絵
本

原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
園
児
が
描
い
た「
は

な
か
っ
ぱ
」
作
品
の
展
示
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

会
期　
３
月
24
日
㈯
～
４
月
30
日

（振）

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
『
カ
グ
ラ
展
』
石
見
神
楽
公
演

◎
３
月
４
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

　
　
　

11
日
㈰　

上
府
社
中

　
　
　

20
日
㈷　

西
村
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

■
田
ば
や
し
と
神
楽
を
楽
し
も
う
！

　

宇
野
田
植
え
囃
子
保
存
会
・
上
今

明
田
ば
や
し
保
存
会
・
杵
束
田
ば
や

し
保
存
会
に
よ
る
田
ば
や
し
と
岡
見

神
遊
座
の
神
楽
上
演
で
す
。

◎
３
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
前
庭
（
雨
天
の
場
合
は
３
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル
）

料
金　
無
料

■
石
見
神
楽
練
習
場
見
学
＆
体
験

　

佐
野
社
中
の
練
習
場
で
、
衣
裳
や

囃は
や

子し

の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
お
う
。

◎
３
月
４
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ミ
ニ
天
蓋
作
り
》

　

本
格
的
な
ミ
ニ
天
蓋
作
り
で
す
。

◎
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

●
定
員　
各
日
先
着
30
人

●
参
加
費　
３
０
０
円

●
講
師　
竹
内
惟た

だ
し
げ臣
さ
ん

《
神
楽
面
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
》

　

エ
ク
ス
和
紙
の
館
の
皆
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
う
絵
付
け
の
活
動
だ
よ
。

◎
３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

●
参
加
費　
お
面　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
３
０
０
円

《
神
楽
の
小
道
具
を
作
ろ
う
》

　

子
ど
も
用
の
採
物
を
作
る
よ
。

◎
３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

●
参
加
費　
鬼
棒　

１
０
０
円

　
　
　
　
　
御
幣　

２
０
０
円

《
パ
ラ
パ
ラ
神
楽
ア
ニ
メ
》

　

自
分
の
描
い
た
絵
を
パ
ソ
コ
ン
に

取
り
込
ん
で
、
ア
ニ
メ
を
作
る
よ
。

◎
３
月
20
日
㈷

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
２
０
０
円

●
講
師　
岩
本
薫
さ
ん

《
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
絵
本
》

　

透
明
シ
ー
ト
の
絵
本
を
作
る
よ
。

◎
３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

●
参
加
費　
２
０
０
円

《
絵
本
を
作
ろ
う
！
》

　

絵
本
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
３
月
31
日
㈯
・
４
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
３
０
０
円

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　
５
日
・
12
日
・
19
日
・

　
　
　
　

26
日

展
示
替　
21
日
㈬
～
23
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.183

有

料

広

告

『
カ
グ
ラ
！
石
見
神
楽
と

浜
田
の
伝
統
展
』開
催
！

あ
き
や
ま
た
だ
し
の
絵
本

原
画
展

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
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障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
パ
ソ
コ

ン
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
や
、
障
が
い
別
パ
ソ
コ
ン

指
導
（
講
義
・
実
技
）
な
ど
（
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）
に
つ
い
て

受
講
し
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
個
人
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
障
が
い
者
パ

ソ
コ
ン
支
援
に
熱
意
が
あ
る
人
及

び
訪
問
支
援
が
可
能
な
人

日　
３
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

料　
無
料

申
込
締
切
日　
３
月
13
日
㈫
ま
で

申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー　

和
田
さ
ん

（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
３

５
）

Em
ail:iw

am
i-sk@

sx.m
iracle.ne.jp
　

城
下
町
浜
田
の
春
を
彩
る
「
浜
っ

子
春
ま
つ
り
」
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
楽
し
く
熱
の
あ
る
ま
つ
り
に

し
ま
し
ょ
う
。

日　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

Ｐ
Ｒ
隊
・
踊
り
パ
レ
ー
ド
隊
・
子

供
奴
・
大
名
行
列
・
各
商
店
街
「
楽

市
」　

正
午
～
午
後
４
時
（
予
定
）

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

栄
町
出
発
～
新
町
～
紺
屋
町
～
朝

日
町
～
浜
田
橋
経
由
～
石
央
文
化

ホ
ー
ル
～
銀
天
街
終
点

第
１
部　
大
名
行
列
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
に
よ
る
行
列

第
２
部　
踊
り
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊

※　
「
奴
隊｣

の
参
加
者
は
、
夜
間

な
ど
の
事
前
練
習
の
参
加
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
・
音
響
設
備
・
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
必
要
な
参
加
費
用
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
や
山
車
・
楽
市
の
出
店

が
伴
う
場
合
、
道
路
交
通
法
基
準

に
基
づ
き
、
規
制
や
道
路
使
用
許

可
（
申
請
料
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
の
内
容
が
分
か
る
図
面（
サ

イ
ズ
、
自
走
・
人
力
で
の
牽
引
な

ど
）
を
申
込
書
提
出
時
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
各
受
付
事
務
局
な

ど
で
説
明
し
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
各
受
付

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
20
日
㈷
必
着

申
・
問

大
名
行
列
・
奴
隊

浜
田
青
年
会
議
所
事
務
局

（
☎
�
６
６
４
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
６
５

９
）

馬
に
乗
る
殿
様
・
腰
元
・
供
侍
な
ど

浜
田
商
工
会
議
所

（
☎
�
３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０

０
）

踊
り
隊
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊
・
仮
装

行
列
・
音
楽
隊
・
団
体
Ｐ
Ｒ
な
ど

市
観
光
協
会
（
☎
�
１
０
８
５
・

▢ＦＡＸ
�
１
０
８
１
）

市
民
の
楽
市

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

展
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所
に
所
属
の
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
や
必
要
書
類

に
記
入

出
展
場
所　
市
内
各
商
店
街
。
た
だ

し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は
で

き
ま
せ
ん
（
設
備
な
ど
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
）。

※　

道
路
使
用
の
場
合
は
、
警
察
へ

の
許
可
申
請
料
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

募
集
締
切
日　
３
月
25
日
㈰
必
着

申
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８

　

７
１
０-

３
９
７
９
）

まちかど伝言板
募
　

集

有

料

広

告

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
習
会
受
講
生

２
０
１
２
浜
っ
子
春
ま
つ
り

参
加
者
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・
朝
日
町
商
店
街
▽
「
平
安
」
金
子

奨
悟
さ
ん
（
☎
�
２
１
４
３
）

・
紺
屋
町
商
店
街
▽
「
段
原
酒
店
」

段
原
良
則
さ
ん
（
☎
�
０
３
２
３
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」
平
野

義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
展
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
っ
子
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
０
８
５
）

　

水
泳
は
体
を
丈
夫
に
し
、
身
体
へ

の
負
担
も
少
な
い
た
め
成
長
期
の
子

ど
も
に
も
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

あ
な
た
も
楽
し
く
元
気
に
プ
ー
ル
に

通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
☎
�
０
２
３
０
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

　

一
般
社
会
人
や
学
生
を
予
備
自
衛

官
補
と
し
て
採
用
し
、
所
定
の
教
育

訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
７
月
１
日
以
降

受
付
期
間　
４
月
４
日
㈬
ま
で

一
般
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

試
験
日　
４
月
13
日
㈮
か
ら
16
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
る
年
齢
ま
で

の
人
（
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
）

試
験
日　
４
月
13
日
㈮
か
ら
16
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
又
は
陸
上
自
衛
隊

海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
）

【
一
般
幹
部
候
補
生
・
技
術
幹
部
候

補
生
】

　

一
般
（
飛
行
要
員
含
む
）・
技
術
・

歯
科
・
薬
剤
科
の
コ
ー
ス
か
ら
陸
・

海
・
空
各
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
平
成
25
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

受
付
期
間　
４
月
27
日
㈮
ま
で

応
募
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
に

お
い
て
、
正
規
の
課
程
を
２
年
以

上
修
め
、
修
士
を
受
け
た
人
に
つ

い
て
は
、
28
歳
未
満
の
人

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
学
校
教

育
法
に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し
た

人
又
は
、
外
国
に
お
け
る
学
校
を

卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

※　

年
齢
は
全
て
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在

第
１
次
試
験

・
筆
記
試
験　

５
月
12
日
㈯

※　

飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月
12

日
㈯
・
13
日
㈰

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

教
室
で
は
明
る
く
・
楽
し
く
・
元

気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基
本

技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出
場
で
き
ま

す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
コ
ー
ト
４
面
・
体
育
館
２
面
）

定　
先
着
50
人

料　
半
期
３
、
０
０
０
円
（
前
期
４

月
～
９
月
・
後
期
10
月
～
３
月
）

※　

任
意
で
年
間
８
０
０
円
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
練
習
日
に

会
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
練
習
日

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

体
験
教
室
も
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
出
可
）・
運
動
し
や
す
い
服

装
・
飲
み
物
・
晴
天
時
は
帽
子
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４

６
９
３-

０
９
１
３
）

E
m
a
il:y.k

a
w
a
k
a
m
i.ten

n
is

＠docom
o.ne.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

平
成
24
年
度
入
校
生

自　
衛　
官

資
格
・
試
験

教
室
・
講
座

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
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気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む

と
と
も
に
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
た
め
の
動
機
付
け
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

短期スポーツ教室一覧表
教　室　名 実施日（４月） 曜日 時　間 対　象 定員 参加料

フィットネス（火） 10日・17日 火 13:30～15:00
一般男女

10

600円

かんたんエアロビクス 11日・18日 水 9:30～10:50 40
ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 12日・19日 木 10:00～11:30 幼児と保護者 30組
フレッシュアップ３Ｂ

６日・13日 金
9:30～11:00

一般男女

30
フィットネス（金）

13:30～15:00
10

気功・太極拳（昼）
30

気功・太極拳（夜） ７日・14日 土 18:30～20:00

受
付
開
始
日　
３
月
10
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
石
見
武

道
館
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

　

カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ム
・

プ
ー
ル
、
各
講
座
の
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。
展
示
・
発
表
・
一
部
体
験

と
即
売
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
の
前
期
講
座
の

受
付
を
３
月
１
日
㈭
か
ら
開
始
し
ま

す
。

日　
３
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

料　
無
料

※　

カ
ル
チ
ャ
ー
の
体
験
で
材
料
費

が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※　

当
日
は
プ
ー
ル
・
ジ
ム
の
フ

リ
ー
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

http://w
w
w
.la-peare.com

/

　

国
府
公
民
館
や
地
域
で
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
が
歌
・
踊
り
・
楽
器
演

奏
な
ど
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

今
年
は
多
く
の
発
表
を
見
て
も
ら
え

る
よ
う
、
開
演
時
間
を
延
長
し
て
開

催
し
ま
す
。
舞
台
発
表
の
ほ
か
、
飲

食
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日　
３
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

場　
国
府
公
民
館

問　
国
府
公
民
館
（
☎
�
１
２
７
０
）

　

交
通
安
全
や
詐
欺
に
つ
い
て
の
学

習
や
、
寸
劇
を
行
い
ま
す
。

日　
３
月
５
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

指
導　
浜
田
警
察
署
・
浜
田
警
察
署

西
交
番

料　
無
料

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

親
子
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
な
が
ら

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
ソ
フ
ト
マ
ッ
ト
・
鉄

棒
・
平
均
台
な
ど
の
遊
具
や
、
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
を
、
親
子
で
思
い
思
い
に
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
ま
た
、恒
例
の「
で

き
る
か
な
？
」
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
し

ま
す
。

日　
３
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

浜
田
公
民
館
主
催
事
業
・
利
用
者

サ
ー
ク
ル
の
１
年
間
学
習
し
た
作
品

展
示
会
で
す
。
水
墨
・
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
・
木
目
込
み
人
形
・
押
し
花
・

手
編
み
・
盆
栽
・
お
茶
席
な
ど
、
皆

さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
10
日
㈯
は
、
午
前
10
時
か
ら
屋

有

料

広

告

平
成
24
年
度
県
立
石
見
武
道
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
発
表
会

第
15
回
国
府
公
民
館

芸
能
文
化
祭

交
通
安
全
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
公
民
館
作
品
展
示
会
・

屋
外
市
場
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外
市
場
も
開
催
し
、
売
り
切
れ
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。

日　
３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
11
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
展
を
開
催
し
ま

す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
家
庭
・

学
校
で
は
な
か
な
か
学
べ
な
い
様
々

な
活
動
を
自
然
の
中
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
心
と
体
を

育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
18

日
㈰
の
午
前
中
に
は
、
も
ち
つ
き
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

料　
無
料

問　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
石
見
地
区
協

議
会　

杉
本
健
治
さ
ん

（
☎
�
１
７
４
０
・
携
帯
☎
０
９

０-

８
９
９
７-

４
９
１
２
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

浜
田
の
漁
業
振
興
に
は
欠
か
せ
な
い
、

豊
か
な
海
づ
く
り
を
目
指
す
情
熱
の

水
産
学
博
士
を
招
い
て
、
浜
田
の
海

と
魚
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

日　
３
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館

講
師　
安
達
二
朗
さ
ん
（
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
参
与
）

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂（
五
輪
塔
一
部
と
経
板
ほ
か
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
、
人
麻
呂
の
命

日
と
さ
れ
る
３
月
18
日
㈰
に
開
催
し

ま
す
。

日　
３
月
18
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

市
街
地
の
坂
道
を
観
察
し
て
楽
し

む
面
白
浜
田
名
坂
め
ぐ
り
。
第
２
回

目
は
紺
屋
町
・
杉
戸
町
・
竹
迫
町
の

坂
道
を
訪
ね
ま
す
。
併
せ
て
旧
道
の

名
残
や
歴
史
な
ど
町
並
み
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
も
行
い
ま
す
。

日　
３
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
25
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
市
役
所
裏
浜
田
川
周
辺

料　
　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

歩
き
や
す
い
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即
売
や
、

石
央
地
域
（
浜
田
市
・
江
津
市
）
の

え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
、
陶
器
の

２
割
引
セ
ー
ル
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日　
３
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
石
央
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
江
津
市
）

問　
㈶
島
根
県
石
央
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

は
？
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
や
歩
き
方
か

ら
始
め
ま
す
。
公
園
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
約
４
㎞
の
道
の
り
を
一
緒

に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

日　
３
月
18
日
㈰
・
４
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
展

文
化
講
演
会

「
浜
田
の
海　
浜
田
の
魚
」

第
52
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
１
９
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
27
回
地
場
産
業
祭

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？
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御便殿

浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

石
見
神
楽
と
石
州
半
紙
の
伝
統
を

守
る
人
々
を
紹
介
す
る
映
画
「
さ
く

ら
」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
石
見
神
楽
の
上
演
・
石
見
神
楽

面
絵
は
が
き
の
無
料
配
布
・
映
画
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

日　
３
月
20
日
㈷

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

い
わ
み
（
☎
�
９
３
４
６
）

　

㈳
浜
田
青
年
会
議
所
で
は
、
今
年

度
は
「B

est P
erform

ance

～
や

る
な
ら
今
し
か
な
い
っ
！
～
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
地
域
を
動
か
す
ひ

と
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
、
活
力
と

知
力
を
備
え
た
人
材
育
成
を
達
成
す

る
た
め
に
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

対
象　
一
般

日　
３
月
22
日
㈭

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

演
題　
自
然
を
愛
す
る
心

講
師　
笹
田
卓
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
浜
田

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
理
事
）

料　
無
料

問　
浜
田
青
年
会
議
所　

大
迫
正
明

さ
ん
（
☎
�
６
６
４
４
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
24
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　
　

小
・
中
・
高
校
生　

３
０
０
円

問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・
▢ＦＡＸ
�

２
２
３
６
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
24
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

　

石
州
刀
剣
会
で
は
、
日
本
刀
の
文

化
を
継
承
す
る
た
め
、
人
材
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の

人
は
、
手
入
れ
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど

か
ら
始
め
て
い
ま
す
。刀
の
魅
力
は
、

手
に
持
っ
て
見
れ
ば
だ
ん
だ
ん
と
分

か
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
25
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室
Ａ
Ｂ

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
音
楽
の
魅

力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

文
化
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
を
会
場
に

「
サ
ウ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。
ホ
ワ
イ
エ
を
会
場
と
し
て

３
回
目
と
な
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
声
楽
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

日　
３
月
25
日
㈰

第
１
部　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

第
２
部　
午
後
２
時
40
分
～
３
時
10

分
場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

出
演　
吉
田
早
希
さ
ん
（
声
楽
）

　

津
茂
谷
里
香
さ
ん（
ピ
ア
ノ
演
奏
）

料　
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

仕
事
内
容
・
採
用
試
験
の
概
要
・

日
程
・
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
職
種　
事
務
系
（
行
政
・
警
察

事
務
な
ど
）・
技
術
系
（
総
合
土

木
な
ど
）・
警
察
官

対
象　
採
用
試
験
の
受
験
を
考
え
て

い
る
人
及
び
そ
の
家
族

日　
３
月
25
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
島
根
県
立
大
学

定　
50
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
jinjiiinkai/

申
・
問　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
・

　

殿
町
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
「
御

便
殿
」
の
敷
地
に
は
、
多
く
の
桜
が

あ
り
ま
す
。
今
年
も
桜
の
開
花
時
期

に
合
わ
せ
、
桜
の
下
で
茶
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
の
開
放
も
行

い
ま
す
。

日　
桜
の
茶
会
（
小
雨
中
止
）

　

４
月
７
日
㈯

　
　

表
千
家
浜
田
地
区
同
好
会

　

４
月
８
日
㈰

　
　

裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

敷
地
の
開
放

　

４
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
御
便
殿
（
殿
町
）

※　

駐
車
場
あ
り
ま
す
。

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
５
４
３
５
）

映
画
「
さ
く
ら
」
上
映
会

～
今
よ
み
が
え
る
在
り
し
日
の

海
老
谷
さ
く
ら
～

㈳
浜
田
青
年
会
議
所

公
開
講
演
会

亀
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

第
34
回
吹
奏
楽
の
集
い

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
３
回
ホ
ワ
イ
エ
・

サ
ウ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

島
根
県
職
員
等

採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

発
見
！
浜
田
城

桜
の
茶
会
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料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

未
就
学
児
ス
ケ
ー
ト
体
験
（
無
料
）

　

未
就
学
児
（
５
歳
～
６
歳
）
の
滑

走
料
と
貸
靴
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

指
導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

日　
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
10
日

㈯
・
11
日
㈰
・
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・

20
日
㈷
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰
・
31

日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
・

イ
ス
ソ
リ
・
ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム
で

安
心
安
全
に
楽
し
め
ま
す（
有
料
）。

定　
各
日
20
人

ス
ケ
ー
ト
教
室
（
正
し
く
美
し
い
滑

り
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
）

対
象　
５
歳
～
50
歳

日　
４
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

初
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
10
時
～
11
時

中
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
11
時
～
正
午

料　
１
回
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸

靴
料
が
必
要
で
す
。）

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

カ
ー
リ
ン
グ
体
験

日　
３
月
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円
（
初
心
者

テ
キ
ス
ト
資
料
ほ
か
）

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

活
弁
と
生
演
奏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
「
名
画
を
い
ろ
ど
る
話
芸
と
音
楽 

ｖ
ｏ
ｌ
．
３
」

　

活
動
写
真
弁
士
の
語
り
と
、
絵
か

ら
生
ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
演
奏

が
、
展
示
作
品
に
命
を
吹
き
込
み
ま

す
。
絵
を
見
な
が
ら
話
芸
と
音
楽
が

楽
し
め
る
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

日　
３
月
10
日
㈯

　

午
後
３
時
30
分
～

場　
県
立
石
見
美
術
館
展
示
室
Ａ

定　
先
着
80
人

※　

当
日
午
前
10
時
よ
り
、
美
術
館

入
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
。

料　
無
料

※　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料
が
必

要
で
す
。

出
演　
坂
本
頼
光
・
鈴
木
広
志
・

　

小
林
武
文
・
大
口
俊
輔

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
と
び
ら
の
む
こ
う

に
」
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・
益
田
西
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
35
周
年
記
念

「
田
渕
久
美
子
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
と
び
ら
の
む
こ

う
に
」
の
12
年
ぶ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
再
演
を
機
に
、
多
感
な
少
女
時

代
を
過
ご
し
た
益
田
で
の
思
い
出
を

交
え
な
が
ら
、「
と
び
ら
の
む
こ
う
に
」

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
語
り
ま
す
。

日　
３
月
20
日
㈷

開
場　
午
後
３
時
30
分

開
演　
午
後
４
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
入
場
無
料

※　

整
理
券
が
必
要
で
す
。

出
演　
田
渕
久
美
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
高
橋
一
清

日
曜
講
座

ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
作
り

　

よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
飛

ば
し
て
み
よ
う
。

日　
３
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

春
の
磯
を
観
察
し
て
み
よ
う

　

春
の
海
で
は
ど
ん
な
生
き
物
に
出

会
え
る
か
な
？

日　
３
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
２

　

ア
ク
ア
ス
に
春
を
告
げ
る
ア
ク
ア

ス
春
祭
り
。
石
見
の
味
や
名
産
・
伝

統
芸
能
が
ア
ク
ア
ス
に
大
集
合
！

日　
３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

　

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

日　
３
月
９
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

午
後
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

http://w
w
w
.shim

aben.com
/303.

htm
l『

広
報
は
ま
だ
』
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、「
よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が

ら
し　

ま
い
ご
の
お
ま
わ
り
さ
ん
公

演
」
の
開
催
時
間
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

変
更
前　

①
開
場　

午
後
１
時
45
分

　
　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

変
更
後　
①
開
場　
午
後
２
時
15
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時
30
分

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し

ま
い
ご
の
お
ま
わ
り
さ
ん
公
演

開
催
時
間
の
変
更
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,880 20,425 22,922 43,347
金 城 1,924 2,258 2,461 4,719

旭 1,453 1,567 1,679 3,246
弥 栄 718 719 796 1,515
三 隅 2,872 3,152 3,533 6,685
合 計 26,847 28,121 31,391 59,512

人　口（１月末現在）

（単位：人）

　三隅梅林公園は、つつじで有名な三隅公園の山の上にあり、昭和47年に入学・
卒業・就職・成人・結婚・子どもの誕生など、人それぞれの大切な思いを託す記
念として作られました。
「１本の記念の梅が、千本の梅林となると、それは次世代へ受け継がれる素晴

らしい景観となる」との呼び掛けに、多くの住民や町出身者から応募があり、山
の斜面約２haに、豊

ぶ ん ご

後・青
あ お じ く

軸・鶯
おうしゅく

宿をはじめ全部で７種類の梅1,018本が植樹さ
れています。
　花の見頃は、２月から３月で、紅・桃・白の花々を楽しむことができ、公園の
高手からは、三隅の街や三隅川を眺めることができます。また、６月には、梅狩
りが行われ市内外からたくさんの人が訪れます。
　今年も、梅のほのかな香りで、早春の訪れを感じさせてくれています。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

三
みすみばいりんこうえん

隅梅林公園


